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1．はじめに 
 近年，デジタルトランスフォーメンション

（DX）の観点から，地方自治体においてもデジ

タル技術を用いた地域課題の解決が図られるよ

うになっている．「デジタル社会の実現に向け

た重点計画（2023 年度）」においても，「デジ

タル化による地域の活性化」は 6 つの柱の 1 つと

して掲げられている．一方，人口減少と高齢化

の進むいわゆる限界集落においては，地域の記

憶を後世に伝えることの他，共同体維持のため

に地元大学との協働による交流人口の増加に向

けた取組が行われている．しかし，具体的な交

流事業が先行するため，デジタル化による地域

活性が十分に進まない，DX として検討されてい

ない事例も見受けられる． 
 そこで，本研究では，岩手県立大学総合政策

学部が岩手県岩手郡岩手町豊岡地区（以下，豊

岡地区）を対象に，2020 年より実施している交

流人口増加のための取組に着目した．本稿では，

DX に向けた第一歩として開発した情報プラット

フォームについて，その設計方針，機能概要，

評価について述べる． 
 
2．調査 
2.1. 対象フィールドについて 

 豊岡地区は，町西側山間部に位置する，約 30
世帯，人口約 50 人（盛岡タイムス 2023 年 12 月

26 日より）の集落である．第二次世界大戦後に

南樺太から逃れてきた人達が開拓したという歴

史を持つ．開拓時に縄文時代の遺跡も発掘され，

歴史的価値のある地区でもある．1949 年に発足

した豊岡自治振興会は，行政と協力を図りなが

ら，交通，交流支援を行なっている． 
2.2. 交流学生ヒアリング・交流事業の参与観察 

 交流学生 2名を対象としたヒアリング（2022年
5月 18日）では，近隣の盛岡市へ転出したいわゆ

る他出家族との連携，地域活動等のイベント化

による関係人口の創出，住民の困りごと解決と

見守り，課題解決型インターンシップを段階的

に行うことの重要性が指摘された． 
 さらに，2022 年 11 月 6 日，豊岡地区との交流

事業の参与観察をおこなった（図 1）．その結果，

住民でパソコン等の電子端末を所持している方

は少なく，またインターネット通信環境があま

り整っていないため，住民が容易にシステムに

アクセスできないことが分かった．一方，交流

学生は，地域作業（水源の清掃，郷土料理作り）

の後，地域課題解決に向けた学生提案（聞き書

き，魅力発掘）について，住民との意見交換を

実施していた． 

2.3. 関連研究 

 地域の活性化に大学が関わった研究として，

森山[1]が新潟県南魚沼市w又集落に対し行った

事例がある．地域に情報システム論に基づいて

アプローチし，分析を行なった結果，情報循環

の仲介・促進が行われることで，地域の活性化

に有効であると指摘している．また，住民の地

域への関心留意と地域外への魅力訴求の方法に

ついて，河井[2]は和歌山県北山村の「村ぶろ」

を取り上げ，成功要因と課題について考察した．

その結論として，地域概念の拡大の有効性，誘

発性を挙げており，前者は多様な関心をともに

する人の集まりをモジュールとするアーキテク

チャへの拡大，後者は解放性と制御されたあや

うさから説明される． 
 以上の研究は，前者はデジタル化を実施して

いない点で，後者は地域住民からの発信が可能

であるという点で異なっている． 
  
3．システム設計 

3.1. 設計方針 

 前章を踏まえ，システム設計方針を定めた．

著者らは交流人口から関係人口を創出するため

にも，まず情報循環の仲介・促進と同地域への

関心をともにする人の集まりの起点が必要と考

え「地域の記憶−いわて豊岡ファン」と名付けた

情報プラットフォームを開発することとした．

具体的な設計方針は，1)豊岡地区を対象としたイ

ベントやプロジェクトの情報を蓄積・発信する
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図 1 交流学生の様子 
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こと，2)情報発信者は交流学生とすること，3)情
報収集に画像を活用すること，4)住民・他出家族

から困りごとの収集を可能とすること，である． 
3.2. システム構成 

 システム構成を図 2 に示す．本システムは，前

節の方針に沿った機能を備えたレスポンシブ対

応の Web システムとして開発する． 

4．システム開発 
4.1. 開発環境 

 本システムは，開発言語にPHP，データベース

に MariaDB，CMS に WordPress を採用した． 
4.2. システム機能 

 主要機能は以下の通りである（図 3）． 
1） 地域情報紹介機能：豊岡地区の地域情報を紹

介する． 
2） 交流経験蓄積機能：交流事業主催者によるイ

ベントの告知・報告，交流学生によるプロジ

ェクトの紹介のためのページ編集を行う． 
3） 画像閲覧・投稿機能：交流事業の参加者（交

流学生，行政等）の画像を閲覧・投稿できる． 
4） 情報登録機能：豊岡地区のファン登録，困り

ごとの登録を行い，リスト化する． 
5） 管理機能：上記 1)および 2)の内容毎に登録・

編集・削除可能とする． 

5．評価 

 評価は，閲覧者 11 名，交流学生 4 名，交流事

業主催者 3名（豊岡自治振興会会長，岩手県立大

学総合政策学部教員，岩手町職員）に対して，

それぞれの立場からシステムを利用してもらっ

た上でアンケートに回答してもらった．  

5.1. 閲覧者の評価 

 システムの満足度について，9割以上の 10名が

5段階評価で 4 以上と回答した．「レイアウトが

わかりやすい」といった意見がある一方「写真

がもっとあるとよい」といった改善点も示され

た．情報の発信については，「実際に行ってみ

たいと思った」等の高評価を得た．また，更な

る情報発信に期待する声もあった．  
5.2. 交流学生の評価 

 交流学生には交流経験蓄積機能を試用しても

らった．イベントに関しては，5段階評価で 2～5
が 1件ずつと 4名で異なった．特にスマホ利用の

場合の分かり難さが指摘されている．プロジェ

クト に関しては 4名中 3名が 5段階評価で 4 以上

と回答した．「特に難しい操作は無く手軽に編

集できた」との意見がある一方「画面が真っ白

で編集できなかった」との意見もあった．  
5.3. 交流事業主催者の評価 

 システムの満足度について，3名全員から 5段
階評価の 4 以上の評価を得た．豊岡自治振興会会

長より「とても良くできており写真の提供も今

後していきたい」と高評価を得た．一方，岩手

県立大学総合政策学部教員から「地域住民主体

の活動も紹介できるようなつくりと仕組みがあ

ればなお良い」との指摘を，岩手町職員からは

「豊岡住民も発信できるよう操作を学生から教

えてもらえればと思う」との指摘を受けた． 
5.4. 考察 

 以上の評価より，本システムは比較的高い評

価を得られた．実際に豊岡地区に興味を持った

閲覧者もおり，設計方針の妥当性が示唆された．

また，本システムへの期待からの改善意見も多

く出たことも，その証左といえる．一方，利用

端末によっては動作が不安定になることも確認

されており，より詳細な検証が必要である． 
 
6．おわりに 
 本研究では，豊岡地区を対象に，交流人口の

獲得に向けたデジタル支援の第一歩として，交

流経験の蓄積と発信を行う情報プラットフォー

ムを開発した．継続的な利用とともに，システ

ムの改善を図ることが今後の課題である．  
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図 2 システム構成図 

図 3 システム画面例 
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